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スポンサー 大阪クラブ DBC 近江八幡クラブ 広島クラブ 

 

主題・スローガン 

西宮クラブ会長 「楽しく充実した活動」 浅野純一          

Y サ･ユース  「次世代に向けてＹワイズ･ＹYMCA･Ｙユースが相互に、  

事業主査 Ｗウィン･Ｗウィン･Ｗウィンで立場持ち場を越えて支え合おう」 小野勅紘 

六甲部部長 「YMCA とのさらなる協働を目指して」 井出 浩 

西日本区理事 「未来に灯そう希望の光り」 

 「互いに認め合おう 世界の友と 」 深谷 聡 

アジア会長 「変革のための光となろう」  

 「親睦を通して、輝き、力を得よう」 利根川恵子 

国際会長 「輝かそう、あなたの光を」 ウルリック･ラウリドセン 

 「良いコミュニケーションは、全ての協力関係の基礎である」 

12 月 西日本区強調活動 

CE「それぞれ賜物を授かっているのですから、神のさまざまな恵みの善い管理者として、その賜物を生か

して互いに仕えなさい。」(ペトロの手紙Ⅰ4-10) タレントを生かして社会の必要に応えましょう。 

福永君ニ クリスチャニティー委員長（米子） 

IBC・DBC 締結しているクラブ間で積極的な交流を図り、協働事業も検討してみましょう。 締結してい

ないクラブはお見合いコーナーなどを活用し締結を検討しましょう。  

牧野真理子 国際・交流事業主査（京都ウエスト）                  

西宮クラブ ・芦屋クラブ クリスマス祝会 
 
日時：12 月 2２日（金） 18 時～21 時 （集合 16 時） 
場所：ホテル竹園芦屋 飛鳥の間 会費：8,000 円 
司会：福原吉孝ワイズ 柏原佳子ワイズ 西宮 濵浩一ワイズ 
 
１． 開会挨拶・開会点鐘 浅野純一西宮会長・上野恭男芦屋会長 
２．ワイズソング斉唱             一同 
３．芦屋クラブ 25 周年記念会 

挨拶 記念品贈呈    上野恭男会長 
謝辞  井上真二総主事 

 
４．第１部 礼拝の部 司会 島田恒ワイズ 
  賛美歌「もろびとこぞりて」 一同/三宅敬姫路ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ会長 
  聖句朗読  羽太英樹ワイズ 
  奨励  権 甲植ワイズ 
  賛美歌「あれ野のはてに」 一同/三宅 敬姫路ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ会長 
 
５．第２部 祝宴の部 

ゲスト紹介  福原吉孝・柏原佳子・濵浩一ワイズ 
祝辞 井上真二 YMCA 総主事 
食前感謝 小野勅紘ワイズ 
乾杯挨拶 井出浩 六甲部部長 
会食歓談  

６．エンターテイメント①  高島依子(ｿﾌﾟﾗﾉ)･小林美智(ﾋﾟｱﾉ) 
７．アピールタイム 
８．エンターテイメント②  高島依子(ｿﾌﾟﾗﾉ)･小林美智(ﾋﾟｱﾉ) 
９．オークション  横山担当主事、福原ワイズ、中山ワイズ 
1０.ＹＭＣＡの歌～きよしこの夜  一同 
1１.閉会挨拶・閉会点鐘  浅野純一会長・上野恭男会長 

今月の聖句 

 

「つまり、こういうことです。惜しんでわずかし

か種を蒔かない者は、刈り入れもわずかで、惜し

まず豊かに蒔く人は、刈り入れも豊かなのです。」 

コリントの信徒への手紙二 9 節 6章 

 

11 月出席状況 （在籍会員数 21名） 

第一例会（17 金）  第二例会（24 金） 

メン   １4名   メン    7名  

メネット    1名   メネット  0名 

ゲスト       3 名   ゲスト   0名 

ＭＵ    1名   計     7名 

合計   １5 名   出席率 71.4％ 
 

ファンド          11月        累計 

ニコニコ \6,000   \10,000 

BF \4,600   \12,900 

会長 浅野 純一   直前会長 濵 浩一   副会長(次期会長) 濵﨑 進一   副会長 足立 康幸 

書記 山口 吉郎 , 小野 勅紘  会計 濵﨑 進一 , 重村 仁  監事 阪根 新 , 丸山 悦治  担当主事 森川 俊介 

Yサユース事業主査 小野 勅紘  組織検討安全対策委員 山口 吉郎  次期六甲部長 小野 勅紘 

2023 年 

12 月 

908 号 

(77 期 6 号) 
 



2 

 

会長メッセージ 
会長  浅野 純一 

 先日 11月 23 日

の 勤 労 感 謝 の 祝

日、神戸ＹＭＣＡ

チャリティランに

参加しました。当

日は好天に恵まれ

10 月末の西宮Ｙの

カーニバル同様、

コロナ禍以前より

規模は縮小されましたが、楽しい良い会でした。

西宮クラブでは、かつてはカレーの店を担ってい

ました。クラブ全体が結集して約 250 食を売り

上げ、私はそれに夢中で行事全体のことをあまり

見ていませんでした。今回、初めて 100 分の 1

マラソン(400m余)に出場しました。約6年前ま

で週に数日、家の近くの住吉川を走っていたので

すが、躓いて転倒してから走ることをやめていま

した。今回、つい走りたくなって挑戦したのです

が半分のところで足が動かなくなってしまい何と

かゴールにたどり着いたという次第ですが大いに

楽しませてもらいました。開催にご尽力いただい

た美崎晋実行委員長はじめスタッフの方々に感謝

いたします。会の後、しあわせの村内の日本庭園

に行き紅葉見物をしました。今年は雨が少なく色

合いはどうかと思いましたが、良い紅葉を楽しみ

ました。 

さて、12 月になりました。8 月同様、戦争の

ことを考えます。朝ドラは、戦争の時代に入って

います。ドラマのお決まりは、軍人、警官、それ

に愛国婦人会の方々が悪役的で、主人公の前に立

ちふさがります。今回のドラマのモデルの笠置シ

ズ子さんや服部良一さんは実際かなり苦しまれた

ようです。 

私は日本通史を自分なりに書いてみたいと思い歴

史レポートの作成に励んでいます。8 年目に入っ

て、いま太平洋戦争の時代に到達しようとしてい

ます。戦前の日本人は今日同様、アメリカが好き

で、洋服、住宅、音楽、カフェなどアメリカ風文

化が広まりました。チャップリン、ベーブルース、

ヘレンケラーが来日したときには熱狂的に出迎え

ました。 

しかし、他方でアメリカに強い憤りを感じてい

ました。アメリカ政府は日清、日露の戦争で大国

になった日本たたきに走ります。日本人移民が差

別され、また日本が中国でやることをことごとく

邪魔してきます。日本に開戦を仕向けてきます。

アメリカのルーズベルト政権は国民が反対するヨ

ーロッパでの戦争に参戦することを目論んでいた

からです。 

日本は真珠湾を奇襲攻撃しました。強いアメリ

カにはこれしかないと乾坤一擲の勝負を仕掛けま

した。アメリカ人約2400人、日本人約60人が

亡くなりました。攻撃成功を聞いた日本人は総じ

て「胸の痞えが下りた。しかし、アメリカと戦っ

て大丈夫だろか」と思ったといいます。日本人の

識者の中には、戦前全体を含めて日本の行動を批

判する人もいました。奇襲攻撃は残念なことです。

それは国際法に反します。日本政府は攻撃開始

30 分前にアメリカ政府に宣戦布告をするように

日本大使館に指示していました。しかし、攻撃は

ハワイ時間の日曜日の朝 8時前で、ワシントン時

間は正午過ぎです。大使館では前日、館員のお別

れパーティーが夜遅くまで開かれていました。そ

して攻撃当日、勤務担当の館員が本国からの電文

をみたのはお昼前、慌てて文面づくりをしたとき

は手遅れでした。なぜ電話で「やるぞ」と一言言

わなかったのかと私は思うのですが。それはさて

おき、先の大戦は何であったのか、日本の戦前は

暗い時代で、アジアを侵略した結果、不幸な道を

歩んだということを教えられてきました。遅きに

失することになりますが、私なりに多くの角度か

ら勉強して何らかのまとめをしたいと思っていま

す。 

 

   

HAPPY BIRTHDAY 

  DECEMBER 

・馬場めぐみメネット 

・森川俊介メン 

・山口まり子メネット   

 



3 

 

 

西中国部部会 
浅野 純一 

11 月 4 日(土)西中国部会が広島県呉市ポートピ

アパークで開催されました。呉クラブの主管で好天

に恵まれ、約 90 名が参加しました。部会は午後

12 時 30 分、呉クラブ渡邉悦司メンの司会、竹本

豊治部長の開会点鐘で始まりました。 

日本ルーテル教会の立野康博牧師の聖書朗読、開会

祈祷、竹本部長の挨拶があり、西中国部 5クラブの

バナーセレモニーと続きました。 

講演は被爆 2 世で被爆伝承者の山口恵司さん(呉ワ

イズメンズクラブ会員)が「父が見た広島」と題し

てお話されました。山口メンは昭和 26 年生まれで

すが、お父様は 18 才の時、広島で被爆されました。

お父様は実際に見た者でなければその悲惨さを理解

できないとの思いで原爆の体験を積極的に語ること

はありませんでしたが、氏は戦争の悲惨さと核の恐

ろしさを次世代に受けついでもらわなければならな

いとの思いで父の見た被害を語り継ごうと決心され 

たそうです。大いに勉強になりました。 

次いで懇親会が開かれました。竹本部長のたって

の願いで海辺の野外テラスでの会です。風や雨、ま

た寒かったらどうするのかとの反対意見があったそ

うですが、竹本部長の日ごろの徳に天が味方したの

か、暖かな好天に恵まれ大変楽しい会になりました。

なお、当日はアジア・太平洋地域大会があり、深谷

理事はじめ関係される方々が欠席されました。西宮

クラブからは浅野のほか、山口吉郎、山本常雄、藤

原百合子の各メン、廣瀬敦子メネット、山口洋子さ

んが参加されました。その他、六甲部から次期国際

交流主任のポートクラブの山田滋己メンが参加され

ました。 
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Xinchao ベトナム 
プラス１（ONE）ネット 西山安子 

４年振りのベトナムへ・ダナンへ。１０月２４日

に出発。中部ベトナムは台風シーズンで雨がよく降

ると言われたけれど、毎日晴天、いい天気。汗まみ

れになりながら５つの小中学校で交流。１校当たり

１００人ほどの子ども達と格闘しました。ダナンの

生徒数は激増中で学校は２部制の所もあり。午前は

７:00～１０:30、午後は１4:00～１６:20 まで。 

「フェルトの花のブローチ」と「クイズ」、「縁

日あそび」を準備し、私たちは８時に学校へ行きま

した。学校の受け入れは色々で、針を持ち、花びら

の色を選びパールを合わせてブローチを作るのに、

庭に椅子を出し机無しでとか、半数は机があり半数

は椅子だけとか、先生が付いていても自分のブロー

チ作りに一生懸命とか・・・私たちが部屋に入ると

歓迎会があり、子ども達が歌やダンスを披露してく

れ、私たちもお返しに大きな声で歌を歌い、盛り上

がったところでブローチ作りを開始。最初から「出

来ません」と材料を差し出してくる子や、留め金の

糸掛けを間違いグラグラしてしまう子どもなど、

「にわか先生」は汗を拭く間もないぐらい動き回り

ましたが、１時間程で全員出来ました。 

その後は日本を知り、ベトナムを知る「クイズ」で

あそび、ペットボトルのボーリングや、輪投げ、食

品皿に絵を描いて魚釣りなど「縁日あそび」をしま

した。５月頃から準備をはじめ当日に臨みました

が、みんなで集まっての準備も面白かったです。ま

た次回の交流に向け準備に取り掛かりたいと思いま

す。応援、宜しくお願いします。 
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YMCA ニュース 
間 勝也 

インフルエンザが流行しています。西宮市の

小学校でも学級閉鎖が増えています。 

 12 月に入り、育成センター（学童）では次年

度の申込がスタートしました。西宮 YMCA でも

次年度の事を本格的に検討していく時期に入っ

ています。 

11 月 23 日（祝・木）にチャリティーラン

2023 を無事に終えることが出来ましたことを

ご報告いたします。昨年の大雨とは違い、11 月

下旬とは思えない気持ちのいい暖かさでの開催

でした。 

以下が当日の参加者数になります。 

・1/10 マラソン：15 名 

・1.2 ㎞ウォーキング：34 組（118 名） 

・1/100 マラソン：151 名 

計：284 名（複数種目参加の方もいますので延

べ数です） 

1/10マラソンではゴール直前での大逆転劇があ

りました。1.2km ウォーキングではたくさんの

方々が仮装で参加してくださり、宝塚クラブの

仮装は「仮装賞」を受賞しました。1/100 マラ

ソンは開始直前で 100 名の申込があり、大変盛

り上がりました。 

準備から多くの方に関わっていただき、ありが

とうございました。 

チャリティーランの収益は全国 YMCA で心身に

障がいのある子どもたちの支援のために用いさ

せていただきます。西宮クラブからもいつも多

くのご支援をいただいていることに感謝申し上

げます。 

西日本区次期役員研修会 
         小野 勅紘 次期六甲部部長 

 私は２０２４-２５年度六甲部部長を拝命しまし

て、１１月２５日（土）-２６日（日）にホテルク

ライトン新大阪で開催された「西日本区次期役員研

修会」に出席いたしました。２０１５-１６年度、

並びに２０１８-１９年度、二度に亘る EMC 事業

主任以来久しぶりの研修会です。 

 １１月２５日（土）前以って写真撮影があるとの

ことで、懐かしいホテルに早めに到着すると、いつ

も写真撮影をされている元区報編集長の三浦克文ワ

イズ（岡山）がホテルに到着直後、体調不良でその

まま帰宅とのこと。受付を済ませて会場に入り待機

していたところ、クリスチャニティ委員長の福永君

二ワイズ（米子）が有志で写真撮影を駆って下さる

ことになり、急遽写真撮影を済ませて、研修会が始

まりました。 

 この研修会は３月に開催の次期会長・主査研修会

に備えての予行演習的な要素があり、まずは理事を

始め、主任、部長らが情報を共有しておこうという

狙いがあります。 

 まずは深谷現理事（中部名古屋）、鵜丹谷次期理

事（六甲部神戸）、中井次々期理事候補（阪和部奈

良）の挨拶、方針発表から、西日本区の現況（会員

暫減の傾向）、国際・アジアＳＰ地域の状況（東南

アジアで国際会費の未納問題、２０２４年８月にタ

イのチェンマイで国際大会、２０２５年８月に熊本

でアジアＳＰ地域大会への参加要請）の後、ＹＭＣ

Ａ理解(有田担当主事)、などの説明が続きました。 

今回特に異色であったのは、８年間に亘る重鎮で

ある森田惠三ワイズ（京都部京都ウエスト）主導の

ワイズ将来構想特別委員会の活動が一段落ついて、

この度その継承組織として、体制を変えて田上直前

理事（九州部熊本むさし）率いる「ワイズ戦略委員

会」が新たにその使命を継続するということになり

ました（ＹＭＩ戦略２０３２で今後１０年の改革を

企図。ワイズの原点に立ち

返って本来の姿を取り戻そ

うというもの。７項目の達

成目標、５項目の“I”な

ど）。 キリスト教理解は 

立野チャプレンが広島から  田上ワイズ戦略委員長 
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ZOOM で参加（地域コミュニティの再創造・つな

がり、こども食堂など）。 

その後４事業主任による次期の方針、主題、活動

計画などが発表されて、いよいよ私が関係する部長

方針の出番。今期が始まった７月頃から次期の方針

や主題は早くから決めていましたが、部会の準備が

全く出来てなくて、焦っていたところ、更に悪いこ

とに１０月にバイクによる事故で入院手術と予期せ

ぬアクシデントに見舞われて、すっかりスケジュー

ルが狂ってしまっていることは残念でなりません。 

 その間、現在の任務である六

甲部Ｙサ・ユース事業主査のお

努めも及ばずながら務めており

ますが、充分な働きには繋がら

ず、苦慮しております。とはいえ、軌道を修正して

次期の活動の準備に掛る研修会でした。この状況で

クラブの皆さまにはご迷惑をお掛けしております

が、何卒ご支援を賜りますようお願いします。 

 部長主題、方針、活動計画等は既に皆さまにお知

らせしています通りですが、加除修正の必要がある

部分については縷々お知らせいただけましたら幸い 

です。２５日はこの後全員の写真撮影をして懇親会

をもって１日目が終了しました。    

 ２６日（日）は早天礼拝で、吉田由美 Y サ・ユ

ース事業主任（中西部大阪なかのしま）の奨励から

スタート。各部長Ｇと主任Ｇに別れて、実務上の説

明があった。部長Ｇは福島眞一元中西部部長（中西

部土佐堀）が説明。福島ワイズは宝塚クラブの多胡

ワイズのメネットの大学の教え子で、定年で恩師で

ある多胡メネットに挨拶に伺ったところ、多胡葉子

ワイズから奨めれて入会されたとのこと。主任Ｇは

小田元主任がＺＯＯＭで参加。その後は、区報原稿

作成の説明（伊藤区報編集長）、事務手続が西日本

区事務所の坂本メネットから説明。（清水書記は入

院中で欠席）、その後実際の議事進行の模擬練習が

あり、遠藤組織検討・安全対策委員長（阪和部大阪

泉北）が指導された。 

一通りの項目が終了し、閉講式で閉会。来年３月

開催の次期会長・主査研修会に向けて準備が始まり

ました。皆さまクラブ、部あげてのご支援をよろし

くお願いいたします。テキストの主要な部分は後日

第二例会などでお知らせします。 

11 月例会報告       
山口 吉郎 

 11月例会は変則で第3金曜17日にYMCA3階

会議室にて開催されました。ドライバーは石井・馬

場一郎両メン。石井メンの司会で進められました。

久々の食事付で、藤原メンがサンドイッチを用意さ

れました。軽食のはずが結構なボリュームで、私は

一部持ち帰りました。 

メインの卓話は「賀川豊彦から始まったこと」と題

して、ドライバ自ら馬場一郎メンが務められました。

パワーポイントに多くの資料を用意されたのですが、

時間が少なくかなり省かれたのは残念でした。別の

機会に再登場を願いたいです。誕生日のお祝いは前

月と合わせて行なわれ、廣瀬敦子メネットが代表で

ご挨拶。出席者は、浅野、石井、岩田、岡田、小野、 

阪根、重村、馬場一郎、濵﨑、廣瀬、藤原、万本、 

山口、山本各メンと YMCA 谷川、間、井上各氏お

よび廣瀬敦子メネットでした。 
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小画 王子動物園ホール 
重村 仁 

 王子動物園の中に「ホール」がある。舞台があり

客席はパイプ椅子ですが、余裕をもって 200 席つ

くれます。芝居工房来るくる座は 8回目の公演をし

ました。ホールはいろいろな行事がもようされてお

り、使用しやすいホールです。コロナ禍で 4年振り

でしたが、多くの観客を迎えて無事終わることがで

きました。 

 戦後昭和 25 年に原田の森は、神戸博覧会が開催

され、その翌年動物園がオープン、桜が咲き小学 1

年生の春の遠足いまだによく覚えています。博覧会

の野外ステージがあり、私が高校ぐらい迄ありまし

た。プールのある北側には、児童文化会館があり、

高校の入学式またコーラス大会もこの会館で歌った

思い出が懐かしいです。 

 ホール入り口左に私の恩師の油絵があります。小

学 4 年生から 3 年間の図画の先生です。二紀会の

有名な先生は大人になって知りました。先生のおか

げで、いまだに画を描くことが出来るのは感謝です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワイズニュース ［今後の予定］  

12 月 15 日(金) 第二例会 

12 月 22 日(金) 第一例会 クリスマス祝会 

芦屋と合同 ホテル竹園芦屋 

1 月 14 日(日 第一例会 新年会 

ふじや本店(西宮北口) 13:30～ 

１月 20 日(土) 第２回ＹＹＹフォーラム  

神戸ＹＭＣＡ 10:00～ 

 

 

 

編集後記       ブリテン委員 山口 吉郎 

★あっと言うまに 12 月になりました！ 2023 年

もあとわずか。年末でお忙しいかと思いますがお身

体にお気をつけてお過ごしください。そして今年も

お世話になりました★長期研修を終えられて森川メ

ンが復帰されました。お疲れ様でした。期間中は間

館長や職員の方に代行していただきありがとうござ

いました★長年ベトナムでの文化交流と支援を継続

されているプラス ONE ネットの西山安子メネット

に寄稿いただきました。いい顔をした生徒さんの写

真には元気をもらえます。一緒に写っている 3人の

メネットもがいきいきとされてます★クリスマス祝

会でのオークションへの出品依頼が濵ドライバ―か

ら届いています。ご協力宜しくお願い致します★ 

 

皇帝ダリア 


